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会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要

創業創業創業創業 昭和２０年１０月昭和２０年１０月昭和２０年１０月昭和２０年１０月

設立設立設立設立 昭和２１年１０月昭和２１年１０月昭和２１年１０月昭和２１年１０月

資本金資本金資本金資本金 ９，８００万円９，８００万円９，８００万円９，８００万円

代表者代表者代表者代表者 代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長 小山小山小山小山 隆宏隆宏隆宏隆宏

従業員数従業員数従業員数従業員数 ５５０名５５０名５５０名５５０名
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事業所事業所事業所事業所 本社・川中島工場本社・川中島工場本社・川中島工場本社・川中島工場

長野県長野市川中島町原１１１１長野県長野市川中島町原１１１１長野県長野市川中島町原１１１１長野県長野市川中島町原１１１１

須坂工場須坂工場須坂工場須坂工場

長野県須坂市大字日滝字虫送長野県須坂市大字日滝字虫送長野県須坂市大字日滝字虫送長野県須坂市大字日滝字虫送

３５００－１３５００－１３５００－１３５００－１

KBT
KOYAMA BARINDER (THAILAND) CO., LTD.

本社工場本社工場本社工場本社工場 須坂工場須坂工場須坂工場須坂工場

KBT

鋳鉄鋳物鋳鉄鋳物鋳鉄鋳物鋳鉄鋳物 自動車部品、建設機械部品自動車部品、建設機械部品自動車部品、建設機械部品自動車部品、建設機械部品

油圧機器部品など油圧機器部品など油圧機器部品など油圧機器部品など

軽合金鋳物軽合金鋳物軽合金鋳物軽合金鋳物 アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金

鋳仕上省力化設備鋳仕上省力化設備鋳仕上省力化設備鋳仕上省力化設備 バリンダーの製造販売バリンダーの製造販売バリンダーの製造販売バリンダーの製造販売

ＪＩＳ表示許可工場認可ＪＩＳ表示許可工場認可ＪＩＳ表示許可工場認可ＪＩＳ表示許可工場認可 平成平成平成平成 ５年５年５年５年 １月１月１月１月

ＩＳＯ９００１認証取得ＩＳＯ９００１認証取得ＩＳＯ９００１認証取得ＩＳＯ９００１認証取得 平成１０年１１月平成１０年１１月平成１０年１１月平成１０年１１月

ＩＳＯ１４００１認証取得ＩＳＯ１４００１認証取得ＩＳＯ１４００１認証取得ＩＳＯ１４００１認証取得 平成１２年１２月平成１２年１２月平成１２年１２月平成１２年１２月

生産量生産量生産量生産量 ４，０００～４，５００ｔ／月４，０００～４，５００ｔ／月４，０００～４，５００ｔ／月４，０００～４，５００ｔ／月

製品重量製品重量製品重量製品重量 ００００.５５５５Kg ～～～～ １２０１２０１２０１２０Kg

溶解設備溶解設備溶解設備溶解設備 キュポラキュポラキュポラキュポラ ２基２基２基２基

高周波誘導炉高周波誘導炉高周波誘導炉高周波誘導炉 ８基８基８基８基

溝型低周波誘導炉溝型低周波誘導炉溝型低周波誘導炉溝型低周波誘導炉 ２基２基２基２基

造型設備造型設備造型設備造型設備 生型造型ライン生型造型ライン生型造型ライン生型造型ライン ４基４基４基４基

ＡＣＥＡＣＥＡＣＥＡＣＥ 750××××800××××200/200
ＡＣＥＡＣＥＡＣＥＡＣＥ 660××××740××××250/250
ＡＣＥＡＣＥＡＣＥＡＣＥ 1000××××800××××280/280
ＦＣＭＸＦＣＭＸＦＣＭＸＦＣＭＸ 700××××600××××210/210

砂処理砂処理砂処理砂処理 混練機混練機混練機混練機 MSK-60P

仕上設備仕上設備仕上設備仕上設備 ショットブラストショットブラストショットブラストショットブラスト

自動ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ（ﾊﾞﾘﾝﾀﾞｰ）自動ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ（ﾊﾞﾘﾝﾀﾞｰ）自動ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ（ﾊﾞﾘﾝﾀﾞｰ）自動ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ（ﾊﾞﾘﾝﾀﾞｰ）

機械加工設備機械加工設備機械加工設備機械加工設備 ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ、ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ、ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ、ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ、NCﾌﾗｲｽﾌﾗｲｽﾌﾗｲｽﾌﾗｲｽ

NC旋盤など旋盤など旋盤など旋盤など

その他その他その他その他 ｼｪﾙﾏｼﾝ、熱処理炉、金型加工機ｼｪﾙﾏｼﾝ、熱処理炉、金型加工機ｼｪﾙﾏｼﾝ、熱処理炉、金型加工機ｼｪﾙﾏｼﾝ、熱処理炉、金型加工機

製造品目・主要設備製造品目・主要設備製造品目・主要設備製造品目・主要設備製造品目・主要設備製造品目・主要設備製造品目・主要設備製造品目・主要設備
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砂処理フロー図砂処理フロー図砂処理フロー図砂処理フロー図砂処理フロー図砂処理フロー図砂処理フロー図砂処理フロー図
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常温試験常温試験常温試験常温試験 ４回／日４回／日４回／日４回／日 ４ライン分４ライン分４ライン分４ライン分

回収砂回収砂回収砂回収砂 砂温、水分砂温、水分砂温、水分砂温、水分

造型前造型前造型前造型前 砂温、水分、コンパクタビリティー、通気度、充填密度、砂温、水分、コンパクタビリティー、通気度、充填密度、砂温、水分、コンパクタビリティー、通気度、充填密度、砂温、水分、コンパクタビリティー、通気度、充填密度、

圧縮強さ、表面安定性、圧縮強さ、表面安定性、圧縮強さ、表面安定性、圧縮強さ、表面安定性、Ig-loss

粘土分試験粘土分試験粘土分試験粘土分試験 １回／日１回／日１回／日１回／日 ４ライン分４ライン分４ライン分４ライン分

造型前造型前造型前造型前 全粘土分、活性粘土分全粘土分、活性粘土分全粘土分、活性粘土分全粘土分、活性粘土分

ベントナイト受入検査ベントナイト受入検査ベントナイト受入検査ベントナイト受入検査

ＭＢ消費量ＭＢ消費量ＭＢ消費量ＭＢ消費量 （納入ロット毎）（納入ロット毎）（納入ロット毎）（納入ロット毎） 膨潤試験、力焼試験、高温試験膨潤試験、力焼試験、高温試験膨潤試験、力焼試験、高温試験膨潤試験、力焼試験、高温試験 （１回／月）（１回／月）（１回／月）（１回／月）

コーテッドサンド受入検査コーテッドサンド受入検査コーテッドサンド受入検査コーテッドサンド受入検査 シリカプログラムシリカプログラムシリカプログラムシリカプログラム

Ig-loss （抜き打ち（抜き打ち（抜き打ち（抜き打ち ３回程度／週）３回程度／週）３回程度／週）３回程度／週） 外部分析外部分析外部分析外部分析 （１～２回／月）（１～２回／月）（１～２回／月）（１～２回／月）

生砂管理状況（砂試験項目）生砂管理状況（砂試験項目）生砂管理状況（砂試験項目）生砂管理状況（砂試験項目）生砂管理状況（砂試験項目）生砂管理状況（砂試験項目）生砂管理状況（砂試験項目）生砂管理状況（砂試験項目）
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弊社弊社弊社弊社では生砂では生砂では生砂では生砂添加剤で添加剤で添加剤で添加剤であるベントナイトとあるベントナイトとあるベントナイトとあるベントナイトと

澱粉の銘柄変更を実施した。澱粉の銘柄変更を実施した。澱粉の銘柄変更を実施した。澱粉の銘柄変更を実施した。

今回は、今回は、今回は、今回は、

・・・・ 変更に至った経緯変更に至った経緯変更に至った経緯変更に至った経緯

・・・・ 添加剤の添加剤の添加剤の添加剤の特性調査特性調査特性調査特性調査

・・・・ 変更に伴う生砂特性の変化変更に伴う生砂特性の変化変更に伴う生砂特性の変化変更に伴う生砂特性の変化

・・・・ 〃〃〃〃 効果の確認効果の確認効果の確認効果の確認

について報告する。について報告する。について報告する。について報告する。

はじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
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2

【【【【慢性的な鋳肌不良慢性的な鋳肌不良慢性的な鋳肌不良慢性的な鋳肌不良】】】】

２００６年のベントナイト銘柄変更以降、特定製品の２００６年のベントナイト銘柄変更以降、特定製品の２００６年のベントナイト銘柄変更以降、特定製品の２００６年のベントナイト銘柄変更以降、特定製品の

Ｒ部や押Ｒ部や押Ｒ部や押Ｒ部や押湯近傍などホットな部分に湯近傍などホットな部分に湯近傍などホットな部分に湯近傍などホットな部分に

あばたあばたあばたあばた（オレンジピール）不良が慢性的に発生。（オレンジピール）不良が慢性的に発生。（オレンジピール）不良が慢性的に発生。（オレンジピール）不良が慢性的に発生。

・・・・ ＡＣの狙い値を上げた際ＡＣの狙い値を上げた際ＡＣの狙い値を上げた際ＡＣの狙い値を上げた際

・・・・ 微粉を添加した際微粉を添加した際微粉を添加した際微粉を添加した際 特に多発した。特に多発した。特に多発した。特に多発した。

変更に至った経緯変更に至った経緯変更に至った経緯変更に至った経緯 ①①①①変更に至った経緯変更に至った経緯変更に至った経緯変更に至った経緯 ①①①①
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ＡＣの狙い値を上げた際には焼着き（爆発）不良も多発。ＡＣの狙い値を上げた際には焼着き（爆発）不良も多発。ＡＣの狙い値を上げた際には焼着き（爆発）不良も多発。ＡＣの狙い値を上げた際には焼着き（爆発）不良も多発。

変更に至った経緯変更に至った経緯変更に至った経緯変更に至った経緯 ②②②②変更に至った経緯変更に至った経緯変更に至った経緯変更に至った経緯 ②②②②

ライン名ライン名ライン名ライン名

ベントナイトベントナイトベントナイトベントナイト

添加率（％）添加率（％）添加率（％）添加率（％）

圧縮強さ圧縮強さ圧縮強さ圧縮強さ

（（（（N/cm2N/cm2N/cm2N/cm2））））

全粘土分全粘土分全粘土分全粘土分

（％）（％）（％）（％）

活性粘土分活性粘土分活性粘土分活性粘土分

（％）（％）（％）（％）

澱粉添加率澱粉添加率澱粉添加率澱粉添加率

（％）（％）（％）（％）

澱粉残存率澱粉残存率澱粉残存率澱粉残存率

（％）（％）（％）（％）

ＡＡＡＡ ０．７００．７００．７００．７０

１２～１４１２～１４１２～１４１２～１４

９．５９．５９．５９．５ ６．５６．５６．５６．５ ０．２００．２００．２００．２０ ０．６００．６００．６００．６０

ＢＢＢＢ ０．６５０．６５０．６５０．６５ ９．０９．０９．０９．０ ６．５６．５６．５６．５ ０．２５０．２５０．２５０．２５ ０．９００．９００．９００．９０

ＣＣＣＣ ０．５００．５００．５００．５０ １０．０１０．０１０．０１０．０ ６．５６．５６．５６．５ ０．２５０．２５０．２５０．２５ ０．９００．９００．９００．９０

ＤＤＤＤ ０．６００．６００．６００．６０ １０．０１０．０１０．０１０．０ ７．０７．０７．０７．０ ０．２００．２００．２００．２０ ０．７００．７００．７００．７０

【【【【添加剤使添加剤使添加剤使添加剤使用量が多い用量が多い用量が多い用量が多い】】】】

ベントナイト使用量にベントナイト使用量にベントナイト使用量にベントナイト使用量に対しＡＣ、圧縮強さが低く澱粉対しＡＣ、圧縮強さが低く澱粉対しＡＣ、圧縮強さが低く澱粉対しＡＣ、圧縮強さが低く澱粉をををを多く使用多く使用多く使用多く使用

しないしないしないしないとすくわれ、砂かみ不良が減らない状況であった。とすくわれ、砂かみ不良が減らない状況であった。とすくわれ、砂かみ不良が減らない状況であった。とすくわれ、砂かみ不良が減らない状況であった。
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【【【【ベントナイトの特性として求められることベントナイトの特性として求められることベントナイトの特性として求められることベントナイトの特性として求められること】】】】

特に特に特に特にベントナイトの耐熱性ベントナイトの耐熱性ベントナイトの耐熱性ベントナイトの耐熱性に着目し調査を進めた。に着目し調査を進めた。に着目し調査を進めた。に着目し調査を進めた。
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ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ①①①①ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ①①①①

耐熱性耐熱性耐熱性耐熱性

ＭＢ吸着量ＭＢ吸着量ＭＢ吸着量ＭＢ吸着量 耐すくわれ性耐すくわれ性耐すくわれ性耐すくわれ性

必要水分必要水分必要水分必要水分

水水水水

崩壊性崩壊性崩壊性崩壊性

混練時の混練時の混練時の混練時の

立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり

あばた不良あばた不良あばた不良あばた不良 ⇒⇒⇒⇒ 鋳型の耐熱性が不足しているのではないか？鋳型の耐熱性が不足しているのではないか？鋳型の耐熱性が不足しているのではないか？鋳型の耐熱性が不足しているのではないか？

使用量多い使用量多い使用量多い使用量多い ⇒⇒⇒⇒ 残存していないのではないか？残存していないのではないか？残存していないのではないか？残存していないのではないか？

ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ②－１②－１②－１②－１ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ②－１②－１②－１②－１

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【力焼試験力焼試験力焼試験力焼試験】】】】

予め乾燥した試料を１０００～１４００予め乾燥した試料を１０００～１４００予め乾燥した試料を１０００～１４００予め乾燥した試料を１０００～１４００℃℃℃℃の範囲においての範囲においての範囲においての範囲において

１５分間焼成した後に発泡状態を観察するもの。１５分間焼成した後に発泡状態を観察するもの。１５分間焼成した後に発泡状態を観察するもの。１５分間焼成した後に発泡状態を観察するもの。

（耐熱性指標）（耐熱性指標）（耐熱性指標）（耐熱性指標）

１２００１２００１２００１２００℃℃℃℃焼成焼成焼成焼成 １４００１４００１４００１４００℃℃℃℃焼成焼成焼成焼成

Koyama Co.,Ltd.       10

ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ②－２②－２②－２②－２ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ②－２②－２②－２②－２

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【力焼試験力焼試験力焼試験力焼試験】】】】

従来使用品従来使用品従来使用品従来使用品

（以下ベントナイトＡ）（以下ベントナイトＡ）（以下ベントナイトＡ）（以下ベントナイトＡ）

未焼成未焼成未焼成未焼成 １１００１１００１１００１１００℃℃℃℃

１１５０１１５０１１５０１１５０℃℃℃℃ １２００１２００１２００１２００℃℃℃℃

耐熱性が優れると思われるもの耐熱性が優れると思われるもの耐熱性が優れると思われるもの耐熱性が優れると思われるもの

（以下ベントナイトＢ）（以下ベントナイトＢ）（以下ベントナイトＢ）（以下ベントナイトＢ）

未焼成未焼成未焼成未焼成 １１００１１００１１００１１００℃℃℃℃

１１５０１１５０１１５０１１５０℃℃℃℃ １２００１２００１２００１２００℃℃℃℃

Koyama Co.,Ltd.       11

ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ③③③③ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ③③③③

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【高温試験高温試験高温試験高温試験】】】】

各試料を５００～６５０各試料を５００～６５０各試料を５００～６５０各試料を５００～６５０℃℃℃℃で１時間焼成した後にで１時間焼成した後にで１時間焼成した後にで１時間焼成した後に

ＭＢ吸着量を測定し比較した。ＭＢ吸着量を測定し比較した。ＭＢ吸着量を測定し比較した。ＭＢ吸着量を測定し比較した。

Koyama Co.,Ltd.       12
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ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ④④④④ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ④④④④

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【膨潤力試験膨潤力試験膨潤力試験膨潤力試験】】】】

各試料各試料各試料各試料を水分７％程度に調整した後、２．０ｇを精製水を水分７％程度に調整した後、２．０ｇを精製水を水分７％程度に調整した後、２．０ｇを精製水を水分７％程度に調整した後、２．０ｇを精製水

１００ｍｌの入ったメスシリンダーに投入し膨潤力を測定。１００ｍｌの入ったメスシリンダーに投入し膨潤力を測定。１００ｍｌの入ったメスシリンダーに投入し膨潤力を測定。１００ｍｌの入ったメスシリンダーに投入し膨潤力を測定。

（（（（吸水、保水性指標）吸水、保水性指標）吸水、保水性指標）吸水、保水性指標）

Koyama Co.,Ltd.       13

１８ｍｌ１８ｍｌ１８ｍｌ１８ｍｌ／２．０ｇ／２．０ｇ／２．０ｇ／２．０ｇ

ベントナイトベントナイトベントナイトベントナイト ＡＡＡＡ ベントナイトベントナイトベントナイトベントナイト ＢＢＢＢ

２４ｍｌ２４ｍｌ２４ｍｌ２４ｍｌ／２．０ｇ／２．０ｇ／２．０ｇ／２．０ｇ

ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ⑤⑤⑤⑤ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査ベントナイトの特性調査 ⑤⑤⑤⑤

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【銘柄変更の実施銘柄変更の実施銘柄変更の実施銘柄変更の実施】】】】

これらの状況から従来使用していたベントナイトで操業をこれらの状況から従来使用していたベントナイトで操業をこれらの状況から従来使用していたベントナイトで操業をこれらの状況から従来使用していたベントナイトで操業を

続けることは困難と考え銘柄変更に至った。続けることは困難と考え銘柄変更に至った。続けることは困難と考え銘柄変更に至った。続けることは困難と考え銘柄変更に至った。

Koyama Co.,Ltd.       14

従来使用品従来使用品従来使用品従来使用品 新規選定品新規選定品新規選定品新規選定品

１２００１２００１２００１２００℃℃℃℃ 力焼力焼力焼力焼
１２００１２００１２００１２００℃℃℃℃ 力焼力焼力焼力焼

１８ｍｌ１８ｍｌ１８ｍｌ１８ｍｌ／２ｇ／２ｇ／２ｇ／２ｇ ２１ｍｌ２１ｍｌ２１ｍｌ２１ｍｌ／２ｇ／２ｇ／２ｇ／２ｇ

ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化 ①①①①ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化 ①①①①

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【ベントナイト添加率の変化ベントナイト添加率の変化ベントナイト添加率の変化ベントナイト添加率の変化】】】】

大幅な添加率低減に繋がった。大幅な添加率低減に繋がった。大幅な添加率低減に繋がった。大幅な添加率低減に繋がった。

Koyama Co.,Ltd.       15

従来使用品従来使用品従来使用品従来使用品 新規選定品新規選定品新規選定品新規選定品
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ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化 ②②②②ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化 ②②②②

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【活性粘土分の変化活性粘土分の変化活性粘土分の変化活性粘土分の変化】】】】

Koyama Co.,Ltd.       16

従来使用品従来使用品従来使用品従来使用品 新規選定品新規選定品新規選定品新規選定品

【【【【圧縮強さの変化圧縮強さの変化圧縮強さの変化圧縮強さの変化】】】】
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慢性的に発生していた慢性的に発生していた慢性的に発生していた慢性的に発生していた

あばた（オレンジピール）不良が低減した。あばた（オレンジピール）不良が低減した。あばた（オレンジピール）不良が低減した。あばた（オレンジピール）不良が低減した。

ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化 ③③③③ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化 ③③③③

耐熱性が影響しているものと推測。耐熱性が影響しているものと推測。耐熱性が影響しているものと推測。耐熱性が影響しているものと推測。

但し、ＡＣの狙い値を上げた際の但し、ＡＣの狙い値を上げた際の但し、ＡＣの狙い値を上げた際の但し、ＡＣの狙い値を上げた際の

焼着き（爆発）不良は収まらなかった。焼着き（爆発）不良は収まらなかった。焼着き（爆発）不良は収まらなかった。焼着き（爆発）不良は収まらなかった。

ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化 ④④④④ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化ベントナイト変更による生砂特性の変化 ④④④④

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【澱粉残存率の変化澱粉残存率の変化澱粉残存率の変化澱粉残存率の変化】】】】

Koyama Co.,Ltd.       18

従来使用品従来使用品従来使用品従来使用品 新規選定品新規選定品新規選定品新規選定品

ベントナイトの銘柄変更による相乗効果として澱粉のベントナイトの銘柄変更による相乗効果として澱粉のベントナイトの銘柄変更による相乗効果として澱粉のベントナイトの銘柄変更による相乗効果として澱粉の

添加率低減に繋がったが、澱粉残存率をこれ以上添加率低減に繋がったが、澱粉残存率をこれ以上添加率低減に繋がったが、澱粉残存率をこれ以上添加率低減に繋がったが、澱粉残存率をこれ以上

下げるとすくわれ、砂かみが多発した。下げるとすくわれ、砂かみが多発した。下げるとすくわれ、砂かみが多発した。下げるとすくわれ、砂かみが多発した。
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使用量多い使用量多い使用量多い使用量多い ⇒⇒⇒⇒

爆発発生爆発発生爆発発生爆発発生 ⇒⇒⇒⇒

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【澱粉の特性として求められること澱粉の特性として求められること澱粉の特性として求められること澱粉の特性として求められること】】】】

①①①①表面安定性の向上（耐砂かみ性）表面安定性の向上（耐砂かみ性）表面安定性の向上（耐砂かみ性）表面安定性の向上（耐砂かみ性）

②造型性の向上（型落ち、エッジ欠け抑制）②造型性の向上（型落ち、エッジ欠け抑制）②造型性の向上（型落ち、エッジ欠け抑制）②造型性の向上（型落ち、エッジ欠け抑制）

③すくわれ系の鋳キズ抑制③すくわれ系の鋳キズ抑制③すくわれ系の鋳キズ抑制③すくわれ系の鋳キズ抑制

膨潤度などの膨潤度などの膨潤度などの膨潤度などの基本特性基本特性基本特性基本特性、混練試験を実施し調査を進めた。、混練試験を実施し調査を進めた。、混練試験を実施し調査を進めた。、混練試験を実施し調査を進めた。
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澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査 ①①①①澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査 ①①①①

目的に対する効果が得られ目的に対する効果が得られ目的に対する効果が得られ目的に対する効果が得られ

難いのではないか？難いのではないか？難いのではないか？難いのではないか？

澱粉の過剰添加によって鋳型澱粉の過剰添加によって鋳型澱粉の過剰添加によって鋳型澱粉の過剰添加によって鋳型

から発生するガスが影響してから発生するガスが影響してから発生するガスが影響してから発生するガスが影響して

いるのではないか？いるのではないか？いるのではないか？いるのではないか？

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【β澱粉と澱粉と澱粉と澱粉とα澱粉の違い澱粉の違い澱粉の違い澱粉の違い】】】】
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澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査 ②②②②澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査 ②②②②

β澱粉澱粉澱粉澱粉（お米の状態）（お米の状態）（お米の状態）（お米の状態）

７ｍｌ７ｍｌ７ｍｌ７ｍｌ／５．０ｇ／５．０ｇ／５．０ｇ／５．０ｇ

α澱粉澱粉澱粉澱粉（ごはんの状態）（ごはんの状態）（ごはんの状態）（ごはんの状態）

５０ｍｌ５０ｍｌ５０ｍｌ５０ｍｌ／５．０ｇ／５．０ｇ／５．０ｇ／５．０ｇ

従来使用品従来使用品従来使用品従来使用品

⇒⇒⇒⇒

熱を加えると熱を加えると熱を加えると熱を加えると

アルファー化アルファー化アルファー化アルファー化

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【混練試験混練試験混練試験混練試験】】】】
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澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査 ③③③③澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査澱粉の特性調査 ③③③③

α澱粉は保水性が良く、表面安定性が向上する。澱粉は保水性が良く、表面安定性が向上する。澱粉は保水性が良く、表面安定性が向上する。澱粉は保水性が良く、表面安定性が向上する。

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【澱粉残存率の変化澱粉残存率の変化澱粉残存率の変化澱粉残存率の変化】】】】

澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化 ①①①①澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化 ①①①①

従来使用品従来使用品従来使用品従来使用品 新規選定品新規選定品新規選定品新規選定品

0.400.400.400.40

0.500.500.500.50
0.500.500.500.50

0.450.450.450.45

0.000.000.000.00

0.200.200.200.20

0.400.400.400.40

0.600.600.600.60

0.800.800.800.80

1.001.001.001.00

AAAA BBBB CCCC DDDD

0.180.180.180.18 0.200.200.200.20 0.170.170.170.17 0.160.160.160.16

0.000.000.000.00

0.200.200.200.20

0.400.400.400.40

0.600.600.600.60

0.800.800.800.80

1.001.001.001.00

AAAA BBBB CCCC DDDD
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大幅な添加率低減に繋がり、澱粉残存率を引き下げ大幅な添加率低減に繋がり、澱粉残存率を引き下げ大幅な添加率低減に繋がり、澱粉残存率を引き下げ大幅な添加率低減に繋がり、澱粉残存率を引き下げ

てもすくわれ、砂かみの発生は確認されなくなった。てもすくわれ、砂かみの発生は確認されなくなった。てもすくわれ、砂かみの発生は確認されなくなった。てもすくわれ、砂かみの発生は確認されなくなった。

また、圧縮強さの狙い値を引き上げても焼着き（爆また、圧縮強さの狙い値を引き上げても焼着き（爆また、圧縮強さの狙い値を引き上げても焼着き（爆また、圧縮強さの狙い値を引き上げても焼着き（爆

発）不良は発生しなくなった。発）不良は発生しなくなった。発）不良は発生しなくなった。発）不良は発生しなくなった。

2013/6/27 日本鋳造工学会 第６回 生型研究部会

【【【【すくわれに対する優位性調査すくわれに対する優位性調査すくわれに対する優位性調査すくわれに対する優位性調査】】】】

澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化 ②②②②－１－１－１－１澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化 ②②②②－１－１－１－１
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すくわれ試験片を用いて優位性を調査した。すくわれ試験片を用いて優位性を調査した。すくわれ試験片を用いて優位性を調査した。すくわれ試験片を用いて優位性を調査した。

69.769.769.769.7

70.470.470.470.4

80.980.980.980.9

37.037.037.037.0

60.260.260.260.2

28.328.328.328.3

34.434.434.434.4

21.821.821.821.8

8.88.88.88.8

30.030.030.030.0

26.326.326.326.3

0.00.00.00.0

9.39.39.39.3

0.00.00.00.0 0.00.00.00.00.00.00.00.0

20.020.020.020.0

40.040.040.040.0

60.060.060.060.0

80.080.080.080.0

100.0100.0100.0100.0

120.0120.0120.0120.0
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澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化 ②②②②－－－－２２２２澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化澱粉変更による生砂特性の変化 ②②②②－－－－２２２２
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切替え前切替え前切替え前切替え前 澱残０．５４％澱残０．５４％澱残０．５４％澱残０．５４％

α澱粉はすくわれに対し優位であることが確認された。澱粉はすくわれに対し優位であることが確認された。澱粉はすくわれに対し優位であることが確認された。澱粉はすくわれに対し優位であることが確認された。

途中経過途中経過途中経過途中経過 澱残０．３６％澱残０．３６％澱残０．３６％澱残０．３６％

切替え後切替え後切替え後切替え後 澱残０．１６％澱残０．１６％澱残０．１６％澱残０．１６％
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生砂生砂生砂生砂添加剤変更添加剤変更添加剤変更添加剤変更による効果の確認による効果の確認による効果の確認による効果の確認 ①①①①生砂生砂生砂生砂添加剤変更添加剤変更添加剤変更添加剤変更による効果の確認による効果の確認による効果の確認による効果の確認 ①①①①
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【【【【ベントナイトの銘柄変更によって・・・ベントナイトの銘柄変更によって・・・ベントナイトの銘柄変更によって・・・ベントナイトの銘柄変更によって・・・】】】】

・・・・ あばた（オレンジピール）不良が低減した。あばた（オレンジピール）不良が低減した。あばた（オレンジピール）不良が低減した。あばた（オレンジピール）不良が低減した。

・・・・ 大幅な添加率低減に繋がった。大幅な添加率低減に繋がった。大幅な添加率低減に繋がった。大幅な添加率低減に繋がった。

・・・・ 生砂特性が改善された。生砂特性が改善された。生砂特性が改善された。生砂特性が改善された。

・・・・ 微粉が添加できるようになった。微粉が添加できるようになった。微粉が添加できるようになった。微粉が添加できるようになった。

【【【【澱粉の銘柄変更によって・・・澱粉の銘柄変更によって・・・澱粉の銘柄変更によって・・・澱粉の銘柄変更によって・・・】】】】

・・・・ すくわれ、砂かみ不良が低減した。すくわれ、砂かみ不良が低減した。すくわれ、砂かみ不良が低減した。すくわれ、砂かみ不良が低減した。

・・・・ 大幅な添加率低減に繋がった。大幅な添加率低減に繋がった。大幅な添加率低減に繋がった。大幅な添加率低減に繋がった。

・・・・ 焼着き（爆発）不良が低減した。焼着き（爆発）不良が低減した。焼着き（爆発）不良が低減した。焼着き（爆発）不良が低減した。
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生砂生砂生砂生砂添加剤変更添加剤変更添加剤変更添加剤変更による効果の確認による効果の確認による効果の確認による効果の確認 ②②②②生砂生砂生砂生砂添加剤変更添加剤変更添加剤変更添加剤変更による効果の確認による効果の確認による効果の確認による効果の確認 ②②②②
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【【【【添加率低減によるコスト改善添加率低減によるコスト改善添加率低減によるコスト改善添加率低減によるコスト改善】】】】
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３割減

７割減

効果金額効果金額効果金額効果金額 1,885,678円／月円／月円／月円／月
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生砂生砂生砂生砂添加剤変更添加剤変更添加剤変更添加剤変更による効果の確認による効果の確認による効果の確認による効果の確認 ③③③③生砂生砂生砂生砂添加剤変更添加剤変更添加剤変更添加剤変更による効果の確認による効果の確認による効果の確認による効果の確認 ③③③③
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【【【【砂かみ不良率の低減砂かみ不良率の低減砂かみ不良率の低減砂かみ不良率の低減】】】】
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ベントナイト切替え後ベントナイト切替え後ベントナイト切替え後ベントナイト切替え後

澱残０．５２％澱残０．５２％澱残０．５２％澱残０．５２％

澱粉切替え途中経過澱粉切替え途中経過澱粉切替え途中経過澱粉切替え途中経過

澱残０．３１％澱残０．３１％澱残０．３１％澱残０．３１％

澱粉澱粉澱粉澱粉切替え後切替え後切替え後切替え後

澱残０．１９％澱残０．１９％澱残０．１９％澱残０．１９％
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まとめまとめまとめまとめまとめまとめまとめまとめ
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■■■■ベントナイトの耐熱性は、鋳型そのもののベントナイトの耐熱性は、鋳型そのもののベントナイトの耐熱性は、鋳型そのもののベントナイトの耐熱性は、鋳型そのものの耐熱性耐熱性耐熱性耐熱性をををを

左右左右左右左右し鋳肌へ影響を及ぼすものと推測される。し鋳肌へ影響を及ぼすものと推測される。し鋳肌へ影響を及ぼすものと推測される。し鋳肌へ影響を及ぼすものと推測される。

また、溶湯熱影響を受けた後の残存率の違いからまた、溶湯熱影響を受けた後の残存率の違いからまた、溶湯熱影響を受けた後の残存率の違いからまた、溶湯熱影響を受けた後の残存率の違いから

生砂特性値を大幅に左右する。生砂特性値を大幅に左右する。生砂特性値を大幅に左右する。生砂特性値を大幅に左右する。

■■■■澱粉の過剰添加は、鋳型から発生するガス量を澱粉の過剰添加は、鋳型から発生するガス量を澱粉の過剰添加は、鋳型から発生するガス量を澱粉の過剰添加は、鋳型から発生するガス量を

増加させ爆発現象を引き起こすと推測される。増加させ爆発現象を引き起こすと推測される。増加させ爆発現象を引き起こすと推測される。増加させ爆発現象を引き起こすと推測される。

これらの内容から生砂これらの内容から生砂これらの内容から生砂これらの内容から生砂添加剤の添加剤の添加剤の添加剤の使用目的、特性を使用目的、特性を使用目的、特性を使用目的、特性を

明確に把握した上で選定する必要がある。明確に把握した上で選定する必要がある。明確に把握した上で選定する必要がある。明確に把握した上で選定する必要がある。
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以上で発表を終わります。以上で発表を終わります。以上で発表を終わります。以上で発表を終わります。

ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。

以上で発表を終わります。以上で発表を終わります。以上で発表を終わります。以上で発表を終わります。

ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。

ＥＮＤＥＮＤＥＮＤＥＮＤＥＮＤＥＮＤＥＮＤＥＮＤ


